
 

 

2026 AUTOBACS SUPER GT Report 
FUJI GT 3Hours RACE GW SPECIAL 

第２戦 富士スピードウェイ 

KeePer CERUMO GR Supra 
#38大湯都史樹／小林利徠斗 

◆５月３日（日） QUALIFY 
公式予選結果 4位 

 
 ４月 11 日（土）〜12 日（日）に行われた第
１戦岡山では、ポールポジションから惜しく
も優勝には届かなかったものの２位に食い込
み、開幕戦を表彰台で飾った TGR TEAM 
KeePer CERUMO。この勢いを繋げるべく臨ん
だ第２戦は、例年恒例のゴールデンウイーク
の富士スピードウェイでのレース。チームにとっては昨年優勝を飾った思い出
のラウンドだ。 
 
 そんな一戦の予選日は５月３日（日）に始まった。午前 10 時 30 分から始ま
った公式練習は、富士山が顔を出す晴天だったもののやや雲が多く、気温 22 度
／路面温度 34 度というコンディションとなった。KeePer CERUMO GR Supra
は、大湯都史樹がステアリングを握りコースイン。まずは 16 周を走りピットイ
ン。小林利徠斗に交代した。 
 

 第１戦では、決勝レースでのオーバーテイ
クを許し悔しい一戦となった小林だが、この
富士スピードウェイはこれまでのキャリアで
も多くの周回をこなし、最も知るコースでも
ある。順調に走行を進め、フルコースイエロー
訓練を挟み行われた GT500クラスの専有走行

では、１分 28 秒 581 というベストタイムを記録。８番手で公式練習を終えた。 
 
 ただ、小林の順位以上に KeePer CERUMO GR Supraのフィーリングは良い。



 

 

公式練習では決勝レースを想定したロングランもこなし、大湯、そして小林とも
に、午後の予選ではポールポジションを狙える良好な手ごたえを得て公式練習
を締めくくることになった。 
 
 公式練習の後、富士スピードウェイは少し
ずつ雲が増えるとともに、午前から強かった
風がさらに強くなっていった。午後２時 20
分から始まった公式予選は、気温 21 度／路
面温度 27 度というコンディション。GT300
クラスの Q1 に続き始まった GT500 クラス
の予選では、小林が Q1 を担当した。 
 
 小林はチェッカーに向けてきっちりとタイヤをウォームアップさせていくと、
アタック一閃！ １分 26 秒 560 というタイムを記録し、タイミングモニターの
最上位に KeePer CERUMO GR Supraの名を記してみせた。 
 
 この小林の会心のラップを繋げるべく、GT300 クラスの Q2 を挟んで午後３
時 31 分から行われた GT500 クラスの Q2 に臨んだのは大湯。GT300 クラスで
も GT500 クラスでも、Q1 から Q2 に向けてはタイムが大幅に上がることも多
いが、TGR TEAM KeePer CERUMO はそのタイム向上を想定して KeePer 
CERUMO GR Supraのセットアップを調整。直前から小雨がパラつく中、コー
スインした大湯はきっちりとタイヤを温め、６周目にアタックラップに入って
いった。 
 

 セクター１では最速タイムを記録するなど、
ポールポジションに向けて大いに期待を高め
た大湯だったが、チェッカーを受けて記録さ
れたのは１分 26 秒 614 というタイム。首位と
は 0.360 秒差という差ではあったが、ポールポ
ジションはならず４番手という順位となった。 

 
 大湯自身も「100 点に近い走り」というアタックだったが、Q2 に向けたわず



 

 

かな調整が望む方向には向かっていなかった。富士スピードウェイでの GT500
クラスの予選は僅差になることが多いが、そのわずかな差がこの結果に結びつ
いたとも言える。 
 
 ただ、KeePer CERUMO GR Supra のフィーリングは予選でも良いままだっ
た。２列目４番手は、長丁場の３時間レースを考えれば決して悪い位置ではな
い。TGR TEAM KeePer CERUMOは昨年の再現を目指す。 
 
ドライバー／大湯都史樹 
「公式予選 Q2 を担当しましたが、小林選手が
Q1 でトップタイムを記録してくれたので『そ
れ以上のパフォーマンスを示さなければ』と
少し緊張したところはありました（笑）。でも
逆に、ポールポジションが獲れるだろうとい
う自信があって臨んだ Q2 でしたからね。ただ
まわりもタイムを上げてくるだろうというなかで、僕たちは少しパフォーマン
スを下げてしまったところがありました。自分としては 100 点に近い走りがで
きたのですが、パフォーマンスを維持させるための努力がうまくいきませんで
した。しかしチームとしてもこの予選に向けた取り組みという点では、次に繋が
る予選にはなったと思います。クルマ自体の調子も良いですが、その良さを引き
出しきれなかったことはまだまだ課題ですね。欲を言えば 36 号車の前に行きた
かったですが、順位としては４番手ですし、挽回できるポジションにいます。36
号車、そしてポールの 14 号車を凌駕できるだろう戦略と仕上がりはあると思っ
ています。タイトル争いも考え２台を食うくらいの攻めた戦略、攻めた走りで決
勝も臨みたいと思っています」 
 
ドライバー／小林利徠斗 
「公式練習からクルマの調子は良かったです
ね。大湯選手から交代し、ロングランも想定し
たプランも行いましたが、ずっとペースも速か
ったので良かったです。公式予選では、とりあ
えず Q1 を通ろうと考え臨みましたが、クルマ



 

 

の状態も良く、タイヤもピークをだいたい出せたのではないかと思います。完璧
な走りだったわけではないと思うのですが、まとめられましたし、クルマも良
く、運転もそこそこ良かったからこそトップタイムになれたと思います。決勝レ
ースに向けては４番手は悪くない位置だと思いますが、36 号車がサクセスウエ
イトを積みながらも速いですからね。おそらくロングランも速いと思います。そ
んな盤石のライバルに対し、どう張り合っていけるかだと思っています。昨年は
チームがここで優勝していますし、調子は悪くないと思うので、また良い走りが
できるように頑張りたいです」 
 
立川祐路監督 
「昨年も富士スピードウェイは優勝を飾った
コースですし、午前の公式練習の状態から良
い状態で走ることができました。公式予選で
も上位を狙って臨みましたが、Q1 から小林利
徠斗選手がトップタイムを記録するなど、素
晴らしい走りをみせてくれたと思います。
GT500 クラス参戦 2戦目で、あのメンバーの中でのトップタイムでしたからね。
Q2 でもポールポジションを狙いにいきましたが 4 番手ということで、ポールが
獲れなかったのは残念な気持ちもありますが、2 列目なので決して悪い位置では
ありません。明日は長い３時間レースなので、その中でいかに優勝できるかどう
かを考え、戦略とセットアップに取り組んでいきたいと思います。明日も応援よ
ろしくお願いします！」 

 



 

 

公式予選結果 

 
Rank Car No. CarName Q1 Q2 

1 14 ENEOS X PRIME GR Supra 1'26.882 1'26.254 

2 36 au TOM'S GR Supra 1'26.640 1'26.418 

3 23 MOTUL Niterra Z 1'26.794 1'26.582 

4 38 KeePer CERUMO GR Supra 1'26.560 1'26.614 

5 64 Modulo HRC PRELUDE-GT 1'26.837 1'26.719 

6 8 #8 ARTA MUGEN HRC PRELUDE-GT 1'26.898 1'26.781 

7 100 STANLEY HRC PRELUDE-GT 1'26.725 1'26.798 

8 16 #16 ARTA MUGEN HRC PRELUDE-GT 1'26.964 1'26.920 

9 17 Astemo HRC PRELUDE-GT 1'27.025 1'27.174 

10 12 TRS IMPUL with SDG Z 1'26.880 1'27.382 

11 24 REALIZE CORPORATION Z 1'27.172  

12 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 1'27.329  

13 37 Deloitte TOM'S GR Supra 1'27.698  

14 19 WedsSport BANDOH GR Supra 1'28.240  

 


